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論文題名 徒手筋力計を用いた座位での股関節伸展筋力測定法の信頼性と妥当性の検討 
本研究の結果，徒手筋力計を用いた座位での股関節伸展筋力測定（座位測定）は，MMT 
変法の立位測定よりも股関節伸展運動時に主動作筋の大殿筋が関与し，相対的および絶対
的信頼性と妥当性の高い測定法であることが示唆された．また筋力の真の変化値
（0.15Nm/kg）が示されたことは，治療効果判定に有意義な情報となり得る．しかし注意
すべき点として，座位測定は従来の MMT 腹臥位測定よりも高い値が得られることから臨
床で使用する場合は，測定肢位に一貫性を持つことが必要である． 
以上より，座位測定は高齢者を中心に脊柱後弯変形や股関節の屈曲拘縮などの理由によ
り，腹臥位をとれない場合でも測定が可能なため，高齢者リハビリテーションの筋力評価
法として有用である．以上から，本研究は学位（医学修士）の授与に値するものと論文審
査委員全員から評価された． 
 
